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2 P-11(P)

ポ ス ター セッシ ョ ン

保育園児の魚介類及びその伝承料理に対する嗜好調査一 日本と中国の比較

峯木真知子＊　○戸塚清子” 井戸明美＊

（＊青葉学園短大、’＊相模女子大高等部）

【目的】魚介類は、幼児によって嗜好の差が大きいたんぱく質食品である。前報では、

全国各地の公立保育所に通園している幼児を対象に、魚介類料理についての嗜好を調査し、

子どもの嗜好に及ぼす因子と魚種の影響を検討した。今回は、その調査についてクラスタ

ー分析、ロジステイック回帰を行い、魚介類を使用した伝承料理についても分析した。同

時に同様のアンケートを中国の幼児に行い、魚介類の摂取状況を比較した。

【方法】日本国内16 地区の保育園児（３～６歳）1449 人に1996 年５～７月に魚介類

に対する幼児及び母親の嗜好、好きな調理形態、好きな魚種、食卓に登場する頻度、母親

の調理時間と料理の得意度などを調査した。中国では、四川省（内陸部）浙江省（海岸部）

の幼児299 人に同様の調査を1998 年12 月に行った。

【結果】幼児の魚介類に対する嗜好には、母親の嗜好が一番強く影響し、幼児の年齢、

家族構成の順であった。幼児の好む伝承料理は、魚貝類の汁物（81.4％）、唐揚（75.3% ）、

照焼（73.3% ）、寿司（67.2％）、てんぷら（64.9％）で、南蛮漬け、甘露煮、すり流し汁は、

あまり好まれなかった。この中では、天ぷら・貝の汁物は魚介類を嫌いと答えた幼児にも

好かれていた。子どもの嗜好から見た地域の特色は大きく３つ（南・北・中央部）に分類

された。これらの結果を中国の幼児と比較した。

2 P-12(P) 箸の扱い方に関する一考察（第1報）

名古屋文理短大　Ｏ内田初代　 小田良子　 村上洋子　後藤千穂

目 的　 日常使用している箸 が現在の長さや形 となったのは、箸の使い勝手や材質

と深い関係かあると思 われる。 今回は、 市販の長さ の違う３ 種類の割り 箸を用いて

押し寿司の食べ易さ と箸の長さとの関連性について検討し た。

方 法　19  9 8 年５月に本学２年食物栄養科女子学 生1  0  6 名を対象 として実技

調査を実施し た。 箸の評価法は、 市販の長さ の違う３種類の割り箸を用いて押し寿

司を 食べ、 ５点評点 法で行い その理由も併せて記入し た。 手の長さ の測定は、 中指

の先端から手首までをメジャーで測定し た。

結果　 女子短大生の手の長さと身長 の度数分布を表 に示した。手 の長さは 、最大

値2 0, Ocm、最小値15, Ocm、標 準偏差1, 0、平均値17. 5ciiiであった。身長の最大値は、

171. Oci、最小値は147, 5cinであり、 標準偏差5. 3、平均値158. 9ciiiであった。手 の長

さと身長の相関係数を図に示し た。身長を知る事で、手の長さを知り適切な箸の長

さが割り出されて来ると思 われ、1  % 危険率 で有 意差が得ら れた。 普通、短い、長

い の３種類の箸を用いて押し寿司を食べ、 評価表 に従って官 能検査を行った。箸 の

持ち方には、 伝統型、 鉛筆型とあるが、 今回は特 に指定せず対象者に食べやすい様

日常使用している持ち方で実施し た。 ３種類 の箸 を比較し た結果を図に示し た。短

い箸は手の中に入ってし まい力が入りにくく寿司 を持ち上げ たり、 切り易さでは、

特にやりにくい と評価をする割合が多かった。使 い易い長さについては、手 の長さ

の1,1 ～1､2 倍と言 われ今回の平均 値17. 5CIIIでは普 通の長さの箸が扱い易い結果とな

った。
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